




























































































































































































































算 数 作文 の記 述 内 容 知 識 の 特徴
A
特 定 の 問題 の解 決 と感 想 特 定 の 問題 につ い ての 初
や方 略 に関 す る メ タ認知 期 的 ・経 験 的 知識 や 個 人
の記 述 の段 階 的 知識 が 多 くみ られ る。
B
特 定 の 問題 の解 決 と結果 特 定 の問 題 につ いて の修
に つい て の理 由な ど他 者 正 され た個 人 的知 識 や共
に関 す るメ タ認 知 を記 述
した 段 階
有 的知 識 が 多 い。
C
特 定 の 問題 に対 す る自己 特定 の問 題 に つ いて の 自
に関 す るメ タ認 知 を記 述
した 段 階
分 の知 識 が み られ る。
D
特 定 の 問題 か らの疑 問や 特 定 の問 題 か ら派 生 した
類 推 ・一 般 化 を図 る メ タ
認 知 も記 述 した段 階
自分 の知 識 が み られ る。
E
よ り一般 的 な 問題 に対 す 一 般 的 問題 に関 す る 自分
るメ タ認 知 が 記述 され て
い る段 階









今 まで知 らなか った
B
事実 とそ ～か ら，むずか しかった
の理 由 ～か ら （ので），かんたんで した
～ なので間違 って しまいました
段 ～ なので便利だ
階 ～だか ら，わか りやすか った
（前後の文章の中に理 由が書いてある も
の）
C 自分 はこ よ くわすれるので～ しようと思い ます





他の場合 かけ算 もあるのかな ？
を考える ～ もあるもですか ？
～ もやってみたいです
他に もないか， さが して （調べて） みた
いです
′、はなんとい うのですか ？
自分 でも問題 を作 ってみたいです
（実生活の場面について書いているもの）
E
自分 の学 算数がす きです




















































































































































































































































































































































































レベ ル 1 レベ ル 2 レベ ル 3 レベル 4 レベ ル 5 十レベ ル a ＋レベル b 十レベル C
課題把捉が
で きていな 努力 を要する
概ね達成 して
いる
達成 してい る 充分達成 してい る
メタ認知 的知識
人 課題 方略
規準 い カテゴ リー カテゴ リー カテゴ リー
関
数




関す る生活 す る生活 への す る生活へ の す る生活への へ の応用や つなが り，
への応用や 応用 やつなが 応用や つなが 応用やつなが 他教科 との関連 の記述
つなが り， り，他教科 と り，他教科 と り，他 教科 と が あ り，
学 他教科 との の関連 の記述 の関連の記述 の関連 の記述 授業 で扱 った内容 に留
関連の記述 はあるが， はあ るが， があ り， まらず， 自分 で工 夫 し

























学習内容 に 学習内容 に関 学習内容 に関 学 習内容 に関 学習 内容 に関 す る発展
度 関す る発 展 す る発展 的な す る発展的 な する発 展的な 的な課題の記述があ り，
的な課為 の 課題 の記述 は 課題の記述 は 課竜 の記 述が 授業 で扱 った内容 に留
題 記 述 が な あ るが， あ るが， あ り， まらず，発展 的な課題 や発見 法に関
の い。
適切 に表現 し 授業で扱 った 授 業で扱った を設定 してお り， 本 質がその課 す る知 識が含
て いなかった 内容 と同 じレ 内容 に留 まら さらにその課題 を設定 題 の遂行 にど まれるが，“間
発 り，説明 が不 ベル （文脈 の ず，発 展的な した理 由や意 義が述べ の ように影響 題 を理 解 した
十分で ある。 違い等） の課 課題 を設 定 し られ ている。 するか， につ り，情 報やデ
展 題 設 定 で あ ている。 また， 自力 で解決 しよ ・　　 ＝　・理 をす る者 と
いて の知識 ’ 一夕を組 織化
る。 うとしている。 して の自分 自













数学的な考 数学的 な考 え 数学的な考 え 数 学的な考 え 数学的 な考 え方に関 し
え方に関す
芸㍑朴がけ




















具体的説 明， かつ　 般
的説明 を包括 的に行 っ
て抱 く考 え




結果 を検 証 し
た










行 っている。 さらに，表現 に工夫 を
















問題解決 の 問題解決の手順 問題解決の手順 問題解決 の手 問題解決の手順や，操
手順 や，操 や，操作の手続 や，操作の手続 情や，操作 の 作の手続 きに関 して， まれ ている。




手続 きに関 し 具体的説明， かつ一般
き に関 する記 適切に表現して たは一般的説明 て， 的説明 を包括的 に行 っ












概念 の記述 概 念の記述や 概念 の記述や 概念の記述 や 概 念の記述や算数 の学
や算数の学 算 数の学習に 算数 の学 習に 算数の学習 に 習におけ る約束事 に関
習 における おけ る約束事 おける約 束事 お ける約束事 して，
識
理
Jlユヽ規 約束事 に関 に関す る記述 に関 して， に関 して， 具体 的説明，かつ一般
約 す る記述が はあるが， 具体 的説 明， 具体的説明， 的説明を包括的 に行 っ
壷 ない。 適切 に表現 し また は一般 的 かつ一般的説 てい る。









































































































































































metacognitive ability．For the purpose of this study，this article proposed the framework ofa rubric orl
mathematicallearning withmetacognitive perspectives．Therubric of portfolios refers tothe scale of
assessment of portfolios．Usingthis framework，yOuwi11be able toidentifychildren’s metacognitive
activities，andusetheportfolioassessmenttodevelopthemetacognitiveability．Thecharacteristicsofthis
frameworkarethefollowings；
（1）itistwodimensionswhicharecriteriaandstandards．
（2）itscriteriaincludefouraspects．
（3）itsstandardsincludethemetacognitiveaspects，and51evels．
：Metacognitionrequirestargetsbecauseofitsdefinition（Flavell，1976）．Sometacognitiveaspectsreferto
itsstandersonthisframework．
Afterthisarticle，Iwi11usethisframeworktotheportfolioassessmentonmathematicallearning，and
analyzethecharacteristicsoftheirmetacognition．Itwillberelatedtodevelopmentofchildren’smetacognitive
activities
